おう さむ こさむ 

やま か ら - /ぞうが ないてきた 

な ー ん とてない てきた 

さむい とてない てきた。 

ぞん 

こういう 歌 を 皆さん は ご存じでしょう。 この 歌が 

流行り 始めた 頃に は、 おもしろい 話が それにつ いてい 

たもので す。 この 歌 をうた つて 山の 近くで たき 火 をし 

い つ すん ぼうし こぞう 

ている と、 一寸法師の 子 僧が 火に あたりに 山から 飛ん 



でく る、 というの です。 

力た t な 力 すそ 

ある 片田舎の、 山の 裾に ある 小さな 村に、 右の こと 

が どこから か 伝わって きた 時、 子供達 は 眼 をまん まる 

くしました。 考えれば 考える ほど、 おもしろくて おか 

しくて しょうが ありませんでした。 しまいに は 皆で 集 

こぞう 

まって、 山の 小僧 を 呼んで みょうと いう ことにな リま 

した。 

かしわ 

村から 少し 離れた 山の ふもとに、 松 や 柏 やくぬ ぎ 

しい ぞうきばやし かれえだ 

ゃ椎 などの 雑木林が ありました。 秋の ことで、 枯枝ゃ 

おちば 

落葉な どが たくさん 積もって いました。 村の 子供達 は 

そこへ 行って、 林の ふちの 野原に たき 火 をし ました。 



でみたい な あ！」 と 皆 は 思いました。 

そして いろいろ 知恵 をし ぼって、 お爺さん を 呼び出 

て ま ^4- 

す手箬 をき めました。 

かれえだ おちば 

そこで、 その 日 はいつ もより たくさんに 枯枝ゃ 落葉 

なまき 

を 拾って きて、 中には 生木の 枝まで も 交えて、 煙が 多 

く 出る ようにし ました。 皆 は それに 火 をつ けてから、 

歌 をうたい 踊り をお どりながら、 煙の 中 を じっと 横目 

で 見つめて いました。 やがてい つもの 通り、 山の 方 か 

ら さっと 風が 吹いて きて、 濃い 煙が ゆらゆらと 横倒し 

に 動く とたん、 ァハハ ハハハ という 高笑いと 一緒に、 

お爺さんの 姿が はっきり 煙の 中に 現われました。 そ 



いて、 姿 を 見せない から、 その わし を 捕まえて ごらん 

みごと 捕まったら、 ごほうび を 上げる」 

そ う 一一 一一 n うかと 思う と、 お爺さんの 姿 はもう 消えて し 

ま いました。 

あて はず 

子供達 は 当が 外れて、 しばらく ぼんやりして いまし 

たが、 やがてお 爺さんの 約束 を 思い出して、 また 元気 

づきました。 そしてお 爺さん を 捕まえて やろうと 決心 

しました。 

それ は 容易な ことではありませんでした。 煙の 中に 

いる 姿の 見えない 人 を 捕まえる のです から、 それ こそ 

まったく 雲 をつ かむ ような ものでした。 皆で いろいろ 



それで、 いつもの 通りた き 火 をし ました。 けれど、 

力. W えだ 

あまりた くさん 煙が 出ない ようにと、 枯枝ゃ 枯葉 を少 

しし か 集めませんでした。 それに 火 をつ けて、 煙が 立 

ち 始める と、 皆 は 大きな 紙袋 の 口 を 広げて、 その 中へ、 

煙 を みんな あおぎ 込んで しまい、 その あと をし つかと 

ひも ゆ 

紐で 結わえました。 お爺さんが 煙の 中に いると すれば、 

もう 煙と 一 緒に 袋の 中にはい つ てる はずです。 

「お爺さん を 捕まえた、 捕まえた」 と 言って 皆 は 踊り 

上が つ て 喜びました。 

ところが、 袋 は 大きく ふくらんで そこに 転がって る 

きりで、 中に お爺さんが いそうな ようす も 見えません。 



きんた け ぎんた けど こい つ た 

おやまの じいさん どこい つ た 

きのこの じいさん どこい つた 

で— てこ で 1 てこう 

しだ い まる 

踊りながら 次第に 集まって きて、 円く 輪 をつ くって、 

くるくると 廻りました。 

ァハハ ハハハ という 笑い声が しました。 そら ッ！ 

と 皆 振り返って 見る と、 向こうの 茂みの 中に、 お 爺 さ 

んが にこに こして 立 つ て いました。 お爺さん は 言い ま 

した。 
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